
内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

(1)生ごみ減量化への
社会実験

10 環境課
町会・自治会

事例調査 国、都の動向、近隣市町村の状況と費用対効果などを調査し、検
討する。

国、都の動向、近隣市町村の状況と費用対効果などを調査し、検討し
た。

A（100%）

(2)食用廃油リサイク
ルの研究

10 環境課
事業者

事例調査 国、都の動向、近隣市町村の状況と費用対効果などを調査し、検
討する。

国、都の動向、近隣市町村の状況と費用対効果などを調査し、検討し
た。

A（100%）

(1)CO２削減に関する
学習活動の展開

10 環境課
事業者
市民団体

環境家計簿調査結果の分析 環境家計簿普及事業で全戸訪問し回収したデータを日本大学生
物資源科学部に分析を依頼する予定。

平成20年度から平成22年度の3箇年、環境省からの委託事業として日
本大学生物資源科学部が低炭素都市福生に関する構想・施策提案を
継続的な調査や市民とのワークショップを行ったが、平成22年度で事業
終了したため、環境家計簿事業データの分析は未実施。

D（未実施）

(2)新エネ・省エネ機
器導入促進

10 環境課 国・都動向把握 ・一般家庭用地球温暖化対策設備普及事業助成事業の実施
・事業所用地球温暖化対策設備普及事業助成事業の実施
・次世代モビリティ活用モデル事業の実施

・家庭用省エネ、新エネ7設備について助成実施。
94設備（申請）、助成額8,035,000円
・事業所用3事業所に助成。助成額8,000,000円
・環境にやさしいまちづくりの推進を図るため、電気自動車と電動アシス
ト自転車をシェアリングするシステムを構築、次世代モビリティ活用モデ
ル事業実証実験を実施し、温室効果ｶﾞｽの削減に努めた。
総事業費66,154,946円

A（100%）

11 環境課
ｼﾃｨｾｰﾙｽ推進課

≪新規≫サイクルシェアリングシステムの運営に必要となる拠点
（市内の中心部に位置するメインステーション、市内の駅に近接し
た３箇所のサイクルステーション）の整備及び電動アシスト自転車
の配備を行い、実証実験を実施し、事業化を検討。

まちなかおもてなしステーション（ﾒｲﾝｽﾃｰｼｮﾝ）建設、サイクルステー
ション整備（福生駅西口、牛浜駅東口、拝島駅北口自転車駐車場内）、
電気自動車2台、電動アシスト自転車35台購入、次世代モビリティ活用
モデル事業実証実験を行った。
総事業費66,154,946円
カーシェアリング事業開始日：平成24年1月15日
サイクルシェアリング事業開始日：平成24年2月1日

B（80%）

11 安全安心まちづくり

課

市民団体

≪新規≫サイクルシェアリングシステムの運営に必要となる拠点
の３箇所（福生駅西口自転車駐車場、牛浜駅東口自転車駐車
場、拝島駅北口自転車駐車場）の一部を提供していただけるかど
うか指定管理委託業者である（財）自転車駐車場整備センターと
調整を図る。

（財）自転車駐車場整備センターと調整を図り、拠点である３箇所の了
承が得られたことにより、サイクルシェアリングシステムの構築ができ
た。

A（100%）

２  自然や緑を守りつくるプロジェクト

23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

1.湧水を守る

湧水モニタリング調
査、湧水地点での生
き物調査

12 環境課
市民団体

湧水モニタリング調査、湧水地点の生
き物調査

23年度は「湧水探検隊」と活動内容について調整を図る。 今後の「湧水探検隊」の活動について協議したが、活動は未実施。 D（未実施）

(1)市民による樹林管
理体制の強化

12 施設課 緑地保全ボランティアの募集
「森の生物カレンダー」の情報PRによ
る関心の醸成

緑地樹木等調査委託を活用して、今後の市民ボランティアを活用
した緑地管理システムにむけて検討、研究をしていく。

【公園G】緑地の実態を把握するため、原ヶ谷戸緑地（原ヶ谷戸どんぐり
公園）の樹木、植物、土質等を調査した。H23緑地樹木等調査委託
1,398,600円

A（100%）

(2)自然再生事業の
展開

12 施設課 可能な場所からの公園の裸地等の樹
林地化・ビオトープ化・森林遷移モデ
ル実験区域の設定、野鳥観察所の整
備

福生の代表的な緑地である玉川上水緑地、熊牛緑地、原ヶ谷戸
緑地について順次、自然再生が図れるよう萌芽更新等を研究・検
討していく。

【公園G】文化の森を中心に、市民ボランティアである福生萌芽会による
緑地保全活動を実施した。
平成23年度は福生萌芽会25名により下刈り等林床整備・椎茸栽培・萌
芽更新・会議等11回開催。

A（100%）

23年度の
実施状況

評価

23年度の
実施状況

評価

23年度

2.自然を守りつくる

指標 取組の方向 頁 担当課

1.ごみを資源化す
る

2.CO2 を削減する

3.自転車のまちを
つくる

電動アシスト自転車
レンタルサイクルシス
テム運営の研究

次世代モビリティ活用モデル事業（実
証実験）

◆福生市環境基本計画実行計画

戦略プロジェクトの展開

１　地球にやさしいライフスタイル転換プロジェクト

指標 施策 頁 担当課
23年度

【評価基準】

実行できた（100％） → A
おおむね実行できた（80％） → B
やや実行できた（50％） → C
未実施 （理由も明記ください） →     D
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３  福生らしい水辺の景観づくりプロジェクト

内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

(1)熊川分水保全学
習の展開

13 公民館
市民団体

熊川分水の文化的・自然的価値を再
発見する講座、子ども探検隊等の開
催、水路守・案内人の養成

熊川分水たんけん隊1コース１回
「熊川分水を考える」１コース４回

熊川分水たんけん隊　1回　21人　講師謝礼10,000円、
会場借上料1,657円
熊川分水を考える　1回　8人　講師謝礼30,000円

A（100%）

(2)保全・活用方針の
検討

13 まちづくり計画課 都市計画マスタープランの改定 今後１０年を見据えた都市計画マスタープランをまとめる。 12回、市民92人、5,460,000円 A（100%）

(3)森田製糸跡地（片
倉跡地）に残る熊川
分水の保護・管理

13 企画調整課 方向性の検討 活用を東京都へ要望していく中で検討していく 都への要望数１回 B（80%）

(1)保全・活用方針の
検討

14 まちづくり計画課 都市計画マスタープランの改定
玉川上水新橋から清岩院橋までの間
の遊歩道化の実現に努力する。

関係方面（東京都水道局、沿道居住者等の）への協力を働きかけ
る。

景観推進連絡会と協働にて C（50%）

(2)都事業化への働き
かけ

14 まちづくり計画課
市民団体

都「史跡玉川上水整備活用計画」計画
対象区間延伸への働きかけ

「史跡玉川上水整備活用計画」の計画対象区間の上流部まで延
伸を都へ要請する。

景観推進連絡会と協働にて C（50%）

分野別施策

第１節　自然の保全・再生

内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

16 まちづくり計画課 河川維持水量の確保に向けて関係機関へ働きかけを行う 国交省に対して要望（年１回） B（80%）

16 施設課 市内事業者に対して下水道法に基づく特定施設の届出・水質管
理を継続して指導。

【下水道Ｇ】年２回の検査実施し、異常値は無かった。 A（100%）

16 環境課 河川定期採水、雨水管水質調査等による監視。 河川水質調査年6回、雨水管水質調査年2回実施した。
各種分析委託料1,930,950円

A（100%）

16 環境課 湧水の保全や環境整備の方策などについて話し合いを行う。 今後の「湧水探検隊」の活動について協議したが、活動は未実施。 D（未実施）

16 まちづくり計画課 緑の基本計画を作成するため、その中で検討していく。 平成24、25年度に実施 D（未実施）

16 環境課 「東京都環境確保条例」に基づき、事業者に対して地下水揚水量
報告書の提出を求めるとともに揚水規制業務、地盤沈下対策の
ため、適正利用指導を行う。

市内の事業所に対して揚水量報告書の提出とともに適正利用について
指導した。

A（100%）

16 施設課 浸透性舗装の推進や一般宅地での雨水浸透ますの設置助成、
宅地開発における雨水浸透ます設置の指導を行い地下水涵養に
努めていく。

【道路Ｇ・下水道G】平成23年度の透水性舗装工事は実施無し。雨水浸
透ますの推進については、市広報及び庁舎１階フロアに雨水貯留槽の
展示及び助成を行った。

C（50%）

（4）雨水利用の推進 16 施設課 公共施設における雨水貯留施設の整
備及び家庭用雨水貯留槽の設置助
成、雨水利用を促進。

年３回広報、コミュニティビジョン、福生市ＨＰに掲載して周知。環
境フェスティバル・産業祭にブース出展を実施してＰＲ。市庁舎１
階フロアに雨水貯留槽実物展示によりＰＲ。
予算：20基について設置助成を計画している。

【下水道Ｇ】市広報及び庁舎１階フロアに雨水貯留槽展示を行った。
16基：422,000円の助成

A（100%）

17 まちづくり計画課 例年通り京浜河川事務所に要望をしていく。 国土交通省に対して要望（年１回） B（80%）

17 施設課 多摩川の氾濫による福生南公園を始めとした河川敷きの公園、
緑地、敷地の保護、未然の防災対策を関係機関に要望していく。
なお、平成23年度は国土交通省により南田園水衝部対策工事を
実施することになっている。

【公園G】国土交通省京浜河川事務所により、平成23年11月初旬から平
成24年3月末にかけて多摩川河川敷（睦橋上流左岸側～明神下公園ま
での区間）の護岸工事を実施した。

A（100%）

(2)川の自然観測等
の促進

17 環境課 ふっさ環境フェスティバル、福生水辺
の楽校の学習プログラム等を通し、川
とその周辺の自然環境、生きものへの
親しみ、生物多様性への理解を深め
る。

・ふっさ環境フェスティバルで、自然観察、多摩川出前博物館、
プールのヤゴ救出作戦、剪定枝の粉砕処理によるリサイクル推
進、みどりのカーテン記録の展示、花の育て方、コスモスの種まき
などを実施
・水辺の楽校「多摩川で遊ぼう」の事業で川の自然観察を実施

福生水辺の楽校「多摩川で遊ぼう」全12回の事業で、多摩川の自然に
生きる生物、植物について理解を深めた。

A（100%）

17 施設課 市民ボランティアの協力による多摩川河川清掃を実施していく。 【公園G】平成23年6月5日、多摩川中央公園脇河川区域において参加
者101名による多摩川中央公園河川清掃を実施した。

A（100%）

17 環境課 市民、研究者、行政が連携し多摩川流域におけるカワラノギクを
保全・復元する活動を実施

市民・研究者・河川管理者・流域自治体で多摩川永田地区に生成する
希少種カワラノギクの保全、復元するため作業を年3回実施した。

B（80%）

23年度の
実施状況

評価

23年度

23年度

23年度の
実施状況

評価

2.河川生態系の保
全

(1)河川防災施設の
整備

用水堰による堆積土砂の除去や護岸
などの補修・補強について、関係機関
への働きかけを継続。

(3)河川環境保全活
動の推進

市民による河川一斉清掃をはじめ、カ
ワラノギクプロジェクトなど河川植生の
再生などを支援。

1.自然の水循環、
多摩川の水質・流
量の改善

(1)水質汚濁防止・河
川水量の確保

下水道への油や界面活性剤、洗車等
による汚染物の混入防止のため水質
汚濁防止の啓発。また、河川維持水
量の確保に向けて、関係機関への働
きかけを継続。

(2)湧水の保護 清岩院など拝島段丘の崖線に連なる
湧水群及びその周辺環境の保護を図
る保全方針の策定。

（3）地下水のかん養・
冠水防止

「東京都環境確保条例」に基づき、地
下水の揚水量指導に努める。また、浸
透性舗装の拡大や一般宅地での雨水
浸透ますの設置助成、宅地開発にお
ける雨水浸透ます設置の指導を行う。

1.熊川分水を活か
すまちをつくる

2.玉川上水沿いに
遊歩道をつくる

１  自然の水循環、多摩川の再生

指標 施策 頁 担当課

指標 取組の方向 頁 担当課

2



内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

19 まちづくり計画課 多摩川由来の崖線の緑を保全する協議会で検討開始 崖線協議会（東京都他８市）を開催 B（80%）

19 環境課 保存樹林地、保存樹木、保存生垣所有者に対して奨励金を交付
し、積極的に緑を守り育てることを推進。

宅地介在山林（4件・10筆・面積85,025㎡）、一般山林（4件・7筆・面積
1,348㎡）、保存樹林（42件・199本）、保存生垣（164件・延長3,500.2ｍ）
奨励金総額：4,411,164円

A（100%）

19 まちづくり計画課 「緑確保の総合的な方針（東京都）」に基づき樹林地等の保全を
図る

開発指導要綱に基づき指導した。 B（80%）

19 環境課 「東京における自然の保護と回復に関する条例」の周知により、
保存樹林地等の開発を抑制。

保存樹林地等奨励金、生垣設置等補助金を交付することで、市内の樹
林地、樹木及び生垣の保全、推進に努めた。

A（100%）

(1)街区公園等の維
持管理

20 施設課 緑の基本計画に沿い、市街地の身近
な公園を適正に維持管理するとともに
公園ボランティア制度の促進を図る。

定期的な公園の巡回、公園ボランティアの活用を図ることで市街
地の身近な公園を適正に維持管理するとともに公園ボランティア
制度の促進を図っていく。

【公園G】公園ボランティアにより、公園の清掃、美化、保全等について
実施した。平成23年度は、市内の24公園を個人登録者343名、その他6
団体が清掃等の作業を行った。

A（100%）

20 施設課 熊牛緑地、原ヶ谷戸緑地について、その場所にあった自然のあり
方を調査するとともに、萌芽更新など自然再生の取り組みを推進
していく。

【公園G】緑地の実態を把握するため、原ヶ谷戸緑地（原ヶ谷戸どんぐり
公園）の樹木、植物、土質等を調査した。H23緑地樹木等調査委託
1,398,600円

A（100%）

20 庶務課 街なかの身近な自然とし、既存の池等を活用し学校とビオトープ
等の整備を進める。

ビオトープの清掃を １回実施した。
参加人員８人

B（80%）

20 環境課 永田地区のカワラノギク保全・復元する活動を市民、研究者と連
携した活動を実施。また、水辺の楽校事業で生態系や多様な生
物について学ぶ。

市民・研究者・河川管理者・流域自治体で多摩川永田地区に生成する
希少種カワラノギクの保全、復元するため作業を年3回実施した。

B（80%）

20 公民館 自然体験活動の充実（夏休み自然体験教室、自然体験スタッフ養
成講座の実施）

・自然体験教室（７回、延74人、150,000円）
・養成講座（３回、６人、60,000円）

A（100%）

20 施設課 緑地樹木等調査委託（原ヶ谷戸どんぐり公園）において、生態系
や生物多様性の確保について調査、研究していく。

【公園G】緑地の実態を把握するため、原ヶ谷戸緑地（原ヶ谷戸どんぐり
公園）の樹木、植物、土質等を調査した。H23緑地樹木等調査委託
1,398,600円

A（100%）

23年度の
実施状況

評価

23年度

2.都市の自然生態
系の再生

(3)林の自然観測等
の促進

生態系や生物多様性の調査・観察会
など、市民団体の様々な活動を支援
するとともに、外来種の野生化に関す
る知識など生物多様性の確保につい
て市民へ情報提供。

1.4つの自然軸の保
全

(1)まとまった樹林地
の確保

自然度の高い樹林地の連続性を保
ち、都市計画公園や都市計画緑地と
して確保するため、緑の基本計画と併
せ取り組む。

(2)樹林地等の開発
抑制・保全

東京都景観保全条例による規制、開
発指導要綱による指導をはじめ保存
樹林制度の継続、緑地保全地区の指
定など、永続性の高い方法で保全。

2.都市の自然生態
系の再生

(2)自然再生事業の
展開

都市計画公園や都市緑地などの樹林
地や草地などについて、その場所に
あった自然のあり方を調査するととも
に、萌芽更新など自然再生の取り組
みを推進。また、街中の身近な自然と
して学校ビオトープ等の整備を進め
る。

指標 施策 頁 担当課

２  都市の自然の再生
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第２節　潤い豊かな安心できるまちの創造

内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

22 まちづくり計画課 まちづくり景観連絡会と、まちづくり景観審議会で景観改善を検討
する。

景観推進連絡会を毎月１回開催 B（80%）

22 施設課 景観に配慮した歩車共存道として市道第1160号線（宿橋通り）の
改良工事を実施する。
今年度は詳細設計を実施する。

【道路Ｇ】市道第1160号線（宿橋通り）の詳細設計を実施した。 A（100%）

22 環境課 湧水調査報告書の頒布や玉川上水散策絵図の随時配布を行う。 湧水調査報告書頒布（270円×4冊） A（100%）

22 まちづくり計画課 毎月、まちづくり景観連絡会において景観資源の保全について検
討。また景観フォーラムを開催する。

景観推進連絡会を毎月１回開催 B（80%）

22 生涯学習推進課 文化財・史跡ガイド養成講座の実施（全10回予定）
自然観察会の実施（全２回予定）

文化財ガイド養成講座(全11回、延197人、92,800円）
自然観察会の実施（全２回、延29人）
鳥類調査体験講座（全２回実施、延16人、80,000円）

A（100%）

（3）違反広告物の撤
去

22 施設課 道路沿線の捨て看板、街中の張り紙
など景観阻害物の撤去を進める違反
広告物撤去協力員制度を推進。

違反屋外広告物の撤去活動を実施 【管理Ｇ】はり紙276枚、はり札884枚、計1160枚を撤去した。 B（80%）

22 環境課 ≪新規≫推進員による市内パトロール及び町会・自治会一斉清
掃の実施

清潔で美しいまちづくり事業委託にて市内清掃と条例周知を行った。決
算額8,725,500円
町会・自治会一斉清掃実施。参加人数2,506人

A（100%）

22 施設課 平成23年７月１日に福生市清潔で美しいまちづくり条例が制定さ
れたことを踏まえて、市内を定期的に巡回し、清潔で美しいまちづ
くりの推進を図っていく。

【管理Ｇ・公園G】随時、市内の道路美化や公園美化の為にパトロール
を実施。平成23年度は、平成23年6月5日に熊川地区の町会による熊
川分水及び多摩川河川敷の清掃活動を実施した。

A（100%）

（1）玉川上水沿いの
遊歩道化

23 まちづくり計画課 国指定史跡文化財「玉川上水」の歴史
的環境と自然環境の保全を基本に、
遊歩道化実現可能区間における歩行
ルートの確保をめざした取り組みを進
める。

関係方面（東京都水道局、沿道居住者等の）へ働きかける。 福生警察署と調整中 C（50%）

（2）散策路のネット
ワーク化

23 まちづくり計画課 緑の多い安心して歩ける道をつなぎ、
散策路のネットワーク化をめざす。

玉川上水遊歩道を考える会と福生市との協働により、遊歩道の
ネットワーク化を進めている。

福生市、福生警察署、玉川上水遊歩道を考える会の3者にて現地等の
調査を実施した。

C（50%）

23 まちづくり計画課 熊川分水に親しむ会と協働して、熊川分水の保全についてさらに
検討を進める。公民館の主催である、こども自然探険隊等を開催
し片倉跡地を有効利用していきたい。また、分水の整備等も考え
ていきたい。

熊川分水に親しむ会と協働にて研究を実施した。 C（50%）

23 施設課 熊川分水の清掃活動を行うとともに、分水を活かしたまちづくりを
進め、水路の環境整備に努めていく。

【公園G】平成23年6月5日、熊川地区の町会主催による、熊川分水の清
掃活動を実施した。

A（100%）

23年度の
実施状況

評価

23年度

2.玉川上水などを
活かしたまちづくり

（3）熊川分水を活か
すまちづくり

熊川分水を活かしたまちづくりを進め
るため、水路の保存や水辺の環境整
備に努める。同時に安全な歩行空間
となるようなモデル的な取り組みに努
める。

１.景観まちづくり

(1)景観まちづくり事
業の推進

まちづくり景観基本計画に基づき、重
点的事業を推進。また、まちづくり景
観推進連絡会、まちづくり景観審議会
などの推進体制により景観形成を進
めていく。

(2)自然・歴史・文化
的景観資源の保全・
活用

自然・歴史・文化的景観資源を調査
し、その場の雰囲気を保ちつつ保全・
活用を進める。また、見学会など体験
型学習機会の拡充やガイドマップ等の
発行を推進。

（4）清潔で美しいまち
の維持

廃棄物減量等推進員のパトロールや
町会・自治会の一斉清掃を継続し、ご
みが捨てられにくい環境を維持。

１　福生らしい景観、資源を活かすまちづくり

指標 施策 頁 担当課
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２　安心して歩ける道・緑の街づくり

内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

(1)地域バリアフリー
の推進

25 各課 バリアフリー推進計画に基づき、関係
機関等と連携して公的施設、公園、道
路、公共交通など、まちのバリアフリー
を総合的に進め、誰もが安心して生活
し、移動できる都市づくりをめざしま
す。

第２期バリアフリー推進計画に基づき、関係機関等と連携して公
的施設、公園、道路、公共交通など、まちのバリアフリーを総合的
に推進、誰もが安心して生活し、移動できるネットワーク化を取り
入れた都市づくりをめざします。

【公園G】主要事業である牛浜駅自由通路整備工事、福生南公園整備
工事を始め市内の施設についてバリアフリー化を図った。

B（80%）

25 ｼﾃｨｾｰﾙｽ推進課 福生市商店街振興プランの推進。
市内の空き店舗を活用してコミュニティビジネス事業を創業しよう
とする者に対して、その経費の一部を補助する。

銀座通り3商店街および牛浜商店街の4商店街、136本の装飾灯をＬＥＤ
ランプ化し、電気使用量およびＣＯ₂の削減を行った。
空き店舗対策事業は募集2件の内、申請0件。

B（80%）

25 まちづくり計画課 商業地域の活性化について都市計画マスタープランに盛り込む 都市計画マスタープランに反映させた。 B（80%）

（3）生活道路の安全
化

25 施設課 地域や警察署と連携し、交通規制、道
路構造の改善など様々な工夫により、
「歩車共存」の生活道路整備を推進。

地域や警察署、相武国道、東京都と連携し、交通規制、道路構造
の改善など様々な工夫により、ネットワーク化された「歩車共存」
の生活道路整備を推進。

【道路Ｇ】市道第1160号線（宿橋通り）の詳細設計を実施した。 A（100%）

（4）道路美化ボラン
ティア制度の推進

25 施設課 道路美化ボランティア制度などによ
り、市民と協働した維持管理の拡充を
図る。

・道路美化ボランティア制度などにより、市民と協働した維持管理
の拡充を図る。
・道路美化ボランティアを増やす。

【管理Ｇ】随時、団体数15団体、登録人数143人による道路美化ボラン
ティアによる市内36路線の道路美化の為に清掃及びパトロール等の道
路点検を実施している。

A（100%）

26 環境課 ・花いっぱい運動で市内の緑の創出に努める。
・保存樹林地等奨励金の周知により、緑の維持に努める。
・環境フェスティバルにおいて、花の育て方、緑のカーテン育成記
録の展示等、市民が自主的に取り組めるよう啓発を行なう。

緑の保全のため保存樹林地等奨励金の交付、みどりのカーテン講習会
（育て方）や春・秋の年2回花いっぱい運動を実施し、市内の緑化保全、
花にあふれた街づくりを行った。

保存樹林地等奨励金：4,411,164円
ふっさ花いっぱい運動委託料：672,000円

A（100%）

26 まちづくり計画課 宅地開発指導要綱に基づいた指導を行う 宅地開発指導要綱に基づき指導した。 B（80%）

(2)公共施設等の緑
化

26 まちづくり計画課 緑の基本計画にて保全を目指す 平成24、25年度で緑の基本計画を作成する。 D（未実施）

26 施設課 公共施設については、可能な限り緑地を確保するとともに、緑化
を推進します。また、その後の適正な維持管理に努めていきま
す。

【道路Ｇ】公共施設については、可能な限り緑地を確保するとともに、緑
化を推進した。また、その後、適正な維持管理に努めてきた。

A（100%）

26 ｼﾃｨｾｰﾙｽ推進課 福生市農業振興計画において重点項目としている生産緑地の追
加指定を推進し、農地の保全を図る。

5件・4516.23㎡の追加指定 A（100%）

26 環境課 市民環境大学「ふっさECOカフェ」の実施（全６回）
種から大豆を育てるほか、保存食作り、草木染めなどを行う講座
の実施。

市民環境大学“ふっさECOカフェ”として、畑で大豆栽培、保存食作りを
行った。
事業費：590,000円（全6回、参加人数：延93人）

A（100%）

(4)花や緑のあるまち
づくり

26 環境課 市民団体と協力し、町会・自治会等の
参加を促進しながら花や緑あふれるま
ちづくりを展開する。

花いっぱい運動で市内の緑の創出に努める。
保存樹林地等奨励金の周知により、緑の維持に努める。

毎年春と秋の2回“花いっぱい運動”を実施して、街中を花でいっぱいに
した。

A（100%）

（5）公園ボランティア
制度の促進

26 施設課 市民や地域による公園の維持管理を
促進し、公園がコミュニティ活動の場と
なるような取り組みを進める。

市民や地域による公園の維持管理を促進し、市民自らが公園を
守ることで、公園がコミュニティ活動の場となるような取り組みを推
進していく。

【公園G】公園ボランティアにより、公園の清掃、美化、保全等について
実施した。平成23年度は、市内の24公園を個人登録者343名、その他6
団体が清掃等の作業を行った。

A（100%）

（6）人と動物の共生 26 環境課 市民団体と協力し地域ネコ制度等の
PRに努めるとともに、ドッグラン活動
の検討、飼い主のモラルの向上を働き
かける。

地域猫の会３団体がモデル地区10地区の飼い主のいない猫に対
して、給餌や糞尿処理などを行い、去勢・不妊手術を施し、飼い主
のいない猫の適正な飼養管理を行う。

地域猫の会3団体がモデル10地区で飼い主のいない猫71匹（オス30
匹・メス41匹）に去勢・不妊手術を実施した。
地域猫去勢・不妊手術費助成金：702,000円

A（100%）

23年度の
実施状況

評価

23年度

１.安心できる道路・
都市施設の整備

（2）中心商業地区の
安全化・快適化

商店街振興プランに基づき、商栄会
等、関係機関と連携し、駅周辺商業地
域の再生をめざし買い物・交流の街づ
くりを進める。

2.緑豊かな優れた
居住環境づくり

(1)住宅や事業所など
の緑化

緑あふれる市街地形成のため、住宅
や事業所等の緑の保存・維持・創出に
つながる施策を総合的に展開する。

公共施設については、可能な限り緑
地を確保するとともに、緑化を推進し
ます。

(3)生産緑地の保全・
活用

生産緑地などを保全するとともに都市
農業への支援策を推進。また、市民農
園の借り上げ、体験型農園の展開な
どを検討。

指標 施策 頁 担当課
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第３節　暮らし方の変革・地球システムへの適合

内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

(1)ごみ問題の情報提
供・行動計画の策定

28 環境課 ごみリサイクルカレンダー、清掃だより
の発行や施設見学会などにより、ごみ
問題の情報を分かりやすく提供し、関
心を高める。また、減量化等に向け一
般廃棄物（ごみ）処理基本計画を改定
する。

清掃だよりの発行、ごみ処理施設見学会。廃棄物減量等推進審
議会の開催。廃棄物減量等推進員の活動実施。

清掃だより年４回発行。決算額印刷製本440,606円、配布委託572,653
円。ごみ処理施設見学会（東京たま広域資源循環組合）年１回実施。廃
棄物減量等推進審議会を２回、推進員会議を１回開催。一般廃棄物
（ごみ）処理基本計画を改定。

A（100%）

（2）ごみを減らす生活
の呼びかけ

28 環境課 ごみの発生抑制のため、無駄なもの
は断る・買わないから始め、大切に使
うこと、不要となった場合の有効利用
を考慮した消費行動・事業活動を呼び
かける。

広報ふっさ、清掃だより等によりPR 広報ふっさ（毎月15日号）にて、ごみ、資源収集情報を掲載。清掃だより
にてごみ減量を呼び掛けた。

A（100%）

(3)事業系一般廃棄
物の減量

28 環境課 事業系一般廃棄物処理計画書の指導
など事業活動に伴う一般廃棄物の効
果的な排出抑制につながる方法の工
夫。

事業所に対して減量を呼び掛け 各事業所から事業系一般廃棄物処理計画書を提出していただくことに
より、ごみ減量と資源化を呼び掛けた。

A（100%）

(4)拡大生産者責任に
基づく事業活動への
呼びかけ

28 環境課 ごみ減量化や資源循環に向けた、経
済活動・システムへの変革について、
拡大生産者責任の原則に基づく事業
者責任の強化・明確化を図るなど、自
治体に配慮した制度の着実な実施を
国に要望するとともに、レジ袋削減や
資源回収拠点増設などへの取り組み
を進め、市内における資源循環型事
業活動への転換を呼びかける。

レジ袋削減や拠点回収箇所増設などの事業者への呼びかけ レジ袋削減や資源回収拠点増設などへの取り組みを進め、市内におけ
る資源循環型事業活動への転換を呼びかける。

A（100%）

(1)分別による資源化 29 環境課 ごみの適切な資源化・処理が行われ
るように、排出時点での混入を防止す
るため分別・収集区分を明確化する。

ごみ分別の徹底。廃棄物減量監視事業の実施 ごみ分別の徹底。
廃棄物減量監視事業の実施。決算額2,587,620円

A（100%）

（2）生ごみ等資源化 29 環境課 生ごみや剪定枝の資源化に向けた
様々な収集・資源化等処理方法を研
究し、有効利用されるよう努める。

環境フェスティバルにおいて、ダンボールコンポストの周知によ
り、生ごみのたい肥化を啓発。市民に対してＰＲの徹底

環境フェスティバルにおいて、ダンボールコンポストの周知により、生ご
みのたい肥化を啓発。市民に対してＰＲの徹底

A（100%）

（3）廃プラスチック類
の処理

29 環境課 リサイクルにかかわるエネルギー消費
等も考慮しながら、廃プラスチック類の
資源化技術の革新に応じ、再使用・再
利用、熱回収などの処理方法・分別区
分を改善する。

容器包装プラスチックの回収日の増加の検討 容器包装プラスチックの回収日の増加を検討。 A（100%）

29 環境課 拠点回収箇所の増設のため、事業者に対して協力を呼び掛け
る。

拠点回収箇所の増設のため、事業者に対して協力を呼び掛ける。 A（100%）

29 ｼﾃｨｾｰﾙｽ推進課 自由広場フリーマーケットの開催（年４回）。
商店街等が実施するフリーマーケットの周知。

回数：4回、来場者数合計：3414人、決算額：200,000円 A（100%）

（5）適正な中間処理・
最終処分の推進

29 環境課 エコセメント化など、最終処分場の延
命化を進めるとともに、有害ごみ等の
処分の適正さを確保する監査に努め
る。

埋め立てごみを減らすためにリサイクルセンターでの選別の徹
底、資源化の検討。

埋め立てごみを減らすためにリサイクルセンターでの選別の徹底、資源
化の検討。

A（100%）

23年度の
実施状況

評価

23年度

１　ごみの発生抑制・資源化・適正処理の推進

指標 施策 頁 担当課

1.ごみの発生抑制・
処理負担の適正化

2.資源化・適正処
理のためのシステ
ム構築

（4）地域リサイクルシ
ステムの強化

市民・事業者等による地域での再使
用の促進や資源リサイクルシステム
の強化に努める。また、定期的なフ
リーマーケット開催を支援するととも
に、不用品の交換情報の提供に努め
る。
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２　地球環境問題・公害等への取り組み

内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

2030年までに（2003年基準）福生市の温室効果ガスを50％削減
するための取組みとして、スクラムマイナス50％協議会事業、地
球温暖化対策設備普及助成事業、各家庭での環境家計簿事業
の継続や次世代モビリティ活用モデル事業による電気自動車、電
動アシスト自転車を活用したシェアリング事業を実証実験の実
施。

まちなかおもてなしステーション（ﾒｲﾝｽﾃｰｼｮﾝ）建設、サイクルステー
ション整備（福生駅西口、牛浜駅東口、拝島駅北口自転車駐車場内）、
電気自動車2台、電動アシスト自転車35台購入、次世代モビリティ活用
モデル事業実証実験を行った。
総事業費66,154,946円
カーシェアリング事業開始日：平成24年1月15日
サイクルシェアリング事業開始日：平成24年2月1日

B（80%）

市内の緑地、公園、道路の緑、雑木林、街路樹等を保全すること
で地球温暖化を推進していく。また、雨水を地下水に戻すことで湧
水の保全確保に努めていく。（施設課）

【公園G】市内の緑地、公園、道路の緑、雑木林、街路樹等を保全する
ことで地球温暖化対策を図った。また、雨水を地下水に戻すことで湧水
の保全確保に努めた。

A（100%）

・一般家庭用及び事業所用地球温暖化対策設備普及助成事業
の実施により、省エネルギー、新エネルギー設備の設置普及を推
進する。
・≪新規≫家庭での節電、熱中症対策事業として公共施設10箇
所を活用した「福生街なか涼み処」事業の実施（環境課）

・家庭用省エネ、新エネ7設備について助成。
94設備（申請）、助成額8,035,000円
・事業所用省エネ、新エネ設備助成事業として市内3事業所に助成。
助成額8,000,000円
・電気自動車と電動アシスト自転車をシェアリングするシステムを構築、
次世代モビリティ活用モデル事業実証実験を行った。総事業費
66,154,946円
・平成23年8月2日から9月30日まで公共施設10箇所で「福生街なか涼
み処」夏の節電、熱中症対策を行った。

A（100%）

照明については、順次ＬＥＤ化を図っていく。（施設課） 【道路Ｇ】照明については、予算面から可能な限りＬＥＤ化を図ってきた。
平成23年度は20本のLEDを設置した。

A（100%）

32 環境課 ≪新規≫次世代モビリティ活用モデル事業として、ＥＶ自動車2台
をカーシェアリングし、個人所有の自動車利用の抑制、温室効果
ガスを削減し、環境にやさしいまちづくりのための実証実験を実施
する。

電気自動車2台購入。急速充電器1基（市役所）、普通充電器2基設置
（おもてなしステーションくるみるふっさ・市役所）。平成24年1月15日か
らカーシェアリング事業実証実験を行った。

B（80%）

32 契約管財課 省エネ自動車・低公害車への買い換えに取り組む。また、公用自
転車の積極的利用を促進する。

・環境対応車フィット（ハイブリッド）1台購入：1,754,910円
・電動アシスト自転車5台（うち4台の購入予算はシティセールス推進課）
及び自転車13台の積極的利用を促した。

B（80%）

32 環境課 ≪新規≫次世代モビリティ活用モデル事業として、電動アシスト自
転車35台をサイクルシェアリングし自動車利用を抑制すること、温
室効果ガスを削減し、環境にやさしいまちづくりのための実証実
験を実施する。

電動アシスト自転車35台購入。市内4箇所（おもてなしステーションくる
みるふっさ、福生駅西口・牛浜駅東口・拝島駅北口自転車駐車場）にサ
イクルステーションを整備し平成24年2月1日からサイクルシェアリング
事業実証実験を行った。

B（80%）

32 まちづくり計画課 都市計画マスタープランの策定において、歩行者、自動車利用の
視点に立ったまちづくりについてまとめる。

都市計画マスタープランに盛り込んだ B（80%）

32 安全安心まちづく
り課

・駅周辺への放置自転車を一掃すべく、引き続き指導、撤去、保
管業務を委託する。
・駅前放置自転車クリーンキャンペーンの実施。

放置自転車等対策関係委託料：12,173,154円 B（80%）

32 施設課 環境的な面や健康づくりの観点から市民の自転車使用の促進を
めざし、安全・安心な自転車のまちづくりの条件整備に取り組む。
同時に放置自転車対策を推進していく。

【道路Ｇ】平成23年度に、永田橋にかかる、永田橋自転車・歩行者横断
道のについて改良を実施した。

A（100%）

（5）公共交通の利用
促進

32 企画調整課 市内交通需要の転換をめざし、自転
車使用の促進に加え、鉄道・バス等の
公共交通機関の利用促進に取り組
む。

ＪＲを含む公共交通機関の利用促進のための利便性向上に向け
て、関係する協議会等を通じて要請。

ＪＲへの要望活動（４回） A（100%）

33 環境課 ・多摩川及び下水道（雨水管）で定期的な測定調査・分析を実施
（年８回７箇所）
・各種苦情処理について対応
・航空機騒音測定の実施（市役所屋上・熊川誘導灯付近）

多摩川合同採水分析、浮遊粉じん分析、燃料油分析「硫黄濃度」、大気
汚染分析「二酸化窒素」、工場排水分析、地下水汚染調査所、「井戸
水」、河川水質調査、雨水管水質調査を実施した。
また、航空機騒音測定を実施した。
各種分析委託料：1,930,950円
航空機騒音測定器保守委託料：367,500円

A（100%）

33 企画調整課 関係市町及び東京都と連携を取りながら騒音監視測定を継続す
るとともに、関係機関に対し航空機騒音対策を要請。

国及び米軍に対しての要望活動（7回） A（100%）

(2)有害化学物質対
策の推進

33 環境課 都環境確保条例に基づく事業所報告
を指導するとともに、健康への悪影
響、生態系のかく乱につながる有害化
学物質の情報収集・提供、拡散防止
に取り組む。

アスベストやその他有害化学物質の発生・発見について、速やか
な情報収集・情報提供・報告等を実施。

アスベスト撤去工事立入り測定1件
建築物解体に係るアスベスト対策届出2件

B（80%）

23年度 23年度の
実施状況

評価

(1)公害防止対策の
推進

各環境状況の観測・調査により実態を
把握し、対策の基礎とするとともに、原
因者への指導の徹底、生活公害の啓
発を行う。また、横田基地における騒
音被害を軽減する要請を継続。

（3）省エネカーの普
及

1.地球温暖化対策
への取組

2.公害防止・有害
化学物質対策

自動車交通による大気汚染物質、温
室効果ガスの排出を低減するため、
省エネカーの普及に取り組む。

地域新エネルギービジョン（詳細ビジョ
ン）、地球温暖化対策実行計画に基づ
き、市民・事業者・行政が協働し取り
組む。また、情報提供、実践的学習の
拡充。

（2）自然・省エネル
ギーへの転換

32 環境課
施設所管各課

地球温暖化対策設備普及事業などに
より、省エネルギー・自然エネルギー
機器・住宅等の普及に取り組むす。ま
た、公共施設での普及を推進。

（4）自転車のまちづく
り

自動車依存から自転車使用の促進を
めざし、自転車のまちづくりの条件整
備に取り組む。同時に放置自転車対
策を強化。

指標 施策 頁 担当課

1.地球温暖化対策
への取組

(1)地球温暖化対策
の推進

32 環境課
各課
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計画の推進

第１節　環境教育・学習の推進

内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

34 環境課 ≪新規≫福生水辺の楽校「ヤマメの卵をふ化させて多摩川に放
流しよう」について、秋川漁業協同組合から提案を受け、環境教
育の一環として小学校へヤマメの卵を配布し、卵をふ化させ多摩
川へ放流する事業を実施する。

12月20日、福生第六小学校ヤマメの稚魚100匹、1月24日、福生第七小
学校ヤマメの稚魚250匹を多摩川に放流した。

B（80%）

34 指導室 夏季休業日における市立小・中学校教員対象の環境教育に関す
る研修の実施（１年次・２年次教員は必修）

・「ＣＯ２削減アクション月間」「“がんばろう日本”節電アクション月間」に
全小中学校で取り組んだ。
・全小学校の4年生が、社会科学習で「ごみのゆくえ」（環境課作成）を
活用した。

A（100%）

34 環境課 ・小・中学校新規採用教員、採用2年目教員を対象とした環境教
員研修を実施（全２回）
・福生水辺の楽校「多摩川で遊ぼう」を実施（全12回）

・新規採用1、2年目の教員を対象に環境学習教員研修を実施。2日間、
実人数27人（午前・午後延人数54人）
環境学習教員研修講師謝礼：67,000円
・水辺の楽校「多摩川で遊ぼう」全12回実施
水辺に楽校運営委託料：1,400,000円

A（100%）

34 指導室 ・都教委主催の「ＣＯ2削減アクション月間」「“がんばろう日本”節
電アクション月間」の取組の実施（全小・中学校）
・理科支援指導員等の配置
・学習指導市民講師による学習指導（多摩川環境学習、野鳥観察
指導等）
・小学校４年生の社会科学習における「ごみのゆくえ」（環境課作
成）活用

・環境教育研修会４回
　８/１（午前・午後）：参加者24人
  ８/２（午前・午後）：参加者30人
・理科支援員：141,120（述べ137時間）
・学習指導員市民講師：66,000（述べ２１名）

A（100%）

34 環境課 二ツ塚広域処分場（日の出町）に市民対象（小学生及び保護者）
にごみ処理施設見学会を実施

日の出町二ツ塚広域処分場において、市民対象（小学生及び保護者）
の施設見学会を実施した。参加者14人

A（100%）

34 公民館 環境課と協働で、環境問題、特にこのたびの震災で広く問題に
なっているエネルギー問題全般について学んでいきます。

公民館のつどい：1回92人、公民館のつどい実行委員会：8回154人、
防災講座：3回68人

B（80%）

34 環境課 ふっさ環境フェスティバルの運営、市
民環境大学、水辺の楽校「多摩川サ
ポーターズ」等の開設

・第９回ふっさ環境フェスティバルを実施
・福生水辺の楽校「多摩川サポーターズ」を実施（全４回）
・市民環境大学「ふっさECOカフェ」を実施（全6回）

・ふっさ環境フェスティバル：6月5日
参加団体：39団体、来場者：3,700人
・福生水辺の楽校「多摩川サポーターズ」：4回
参加者：延51人
・市民環境大学“ふっさECOカフェ”：全6回開催
参加者：延93人

A（100%）

34 環境課 福生水辺の楽校の事業として、親子で源流体験「多摩川の源流
へ行こう」を山梨県小菅村で実施。

親子で源流体験「多摩川の源流へ行こう」：7月24日（1回）
参加者：33人

A（100%）

34 生涯学習推進課 多摩川製鉄体験塾の実施（全８回予定） 全7回・延222名・1,490,800円 A（100%）

34 公民館 自然体験活動の充実（夏休み自然体験教室、自然体験スタッフ養
成講座の実施）

・自然体験教室（７回、74人、150,000円）
・養成講座（３回、６人、60,000円）

A（100%）

34 環境課 みどりのカーテン大作戦事業として、みどりカーテン講習会を実
施.

・みどりのカーテン講習会：5月8日（1回）
参加者：15人
・みどりのカーテンコンテス及び表彰式
応募者：10組（優秀者に表彰、賞品を授与）

B（80%）

34 ｼﾃｨｾｰﾙｽ推進課 消費者啓発事業として、消費者セミナーのほか、キャラバン隊（消
費者出前講座）を実施していく。

回数：9回、参加人数183人、決算額72,000円 A（100%）

34 協働推進課 市民で構成する団体が開催する学習活動の場に市職員を講師と
して派遣し、市政の現状を学ぶ機会や行政情報の提供する機会
拡充を図る。

40件　受講者1,005人 A（100%）

34 まちづくり計画課 まちづくり景観推進連絡会と今後も調整しながら定期的に会議を
進めていく。また、景観フォーラムを開催する。

景観推進連絡会と歩調を合わせ景観フォーラムや出前講座を実施 B（80%）

34 生涯学習推進課 文化財。史跡ガイド養成講座の実施（全10回予定） 文化財ガイド養成講座(全11回・延197人・92,800円） A（100%）

23年度 23年度の
実施状況

評価

子どもや親子を対象とした体験・学習
機会の拡充

文化財ガイド養成講座、消費生活セミ
ナー、景観フォーラム、市政出前講座
の実施

（1）学校における環
境教育の推進

学校での環境教育の推進

学校の環境教育を支援する体制の整
備（環境学習教員研修、理科支援指
導員の配置、学習指導市民講師によ
る指導。水辺の楽校など環境学習の
拠点・施設の整備

地域・市民団体等による環境学習の
支援（自然観察会、ごみ問題学習会、
地球環境学習会、グリーンコンシュー
マー学習会、バリアフリー学習会など）

指標 施策 頁 担当課

環境教育・学習の
推進

（2）地域・市民の環境
学習の推進
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第２節　パートナーシップの確立

　協働事業の明確化

内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

35 環境課 湧水調査、分水調査・用水維持 22年度は活動を行わなかった。23年度は「湧水探検隊」と活動内
容について調整を図る。

今後の「湧水探検隊」の活動について協議したが、活動は未実施。 D（未実施）

35 施設課 萌芽更新等 萌芽更新、公園ボランティア、公園草花植栽、道路美化ボランティ
ア、屋外違反広告物撤去

【公園G】文化の森を中心に、市民ボランティアである福生萌芽会による
緑地保全活動を実施した。
平成23年度は福生萌芽会25名により下刈り等林床整備・椎茸栽培・萌
芽更新・会議等11回開催した。

A（100%）

35 まちづくり計画課 景観調査 まちづくり景観推進連絡会と継続して景観について調査していく。 景観推進連絡会と月１回の会議を開催。 B（80%）

35 まちづくり計画課 玉川上水遊歩道化調査、散策ガイド
マップ作成

玉川上水遊歩道が福生市内で途切れているため、遊歩道整備の
実現化に向けた調整を継続していく。

玉川上水の会と市内の遊歩道の連続性について話し合う。玉川上水の
ウォーキングを開催

B（80%）

35 環境課 地域ネコ活動、ドッグラン活動 地域猫の会３団体がモデル地区10地区の飼い主のいない猫に対
して、給餌や糞尿処理などを行い、去勢・不妊手術を行い、飼い
主のいない猫の適正な飼養管理を行っている。また、福生愛犬ク
ラブが環境フェスティバルにおいて出店。

地域猫の会3団体が飼い主のいない猫の去勢・不妊手術を実施。
モデル地区：10地区
手術件数：71匹（オス30匹・メス41匹）
去勢・不妊手術費助成金：702,000円

B（80%）

35 環境課 レジ袋削減、生ごみ堆肥化、食用廃油
リサイクル

国、都の動向、近隣市町村の状況と費用対効果などを調査し、検
討する。

国、都の動向、近隣市町村の状況と費用対効果などを調査し、検討し
た。

A（100%）

35 環境課 福生スクラム・マイナス50％協議会 協議会の開催、みどりのカーテン大作戦、ふっさライトダウンキャ
ンペーン2011（ライトダウンキャンペーン、ふっさキャンドルナイ
ト）、環境フォーラム、花いっぱい運動を実施する。

・みどりのカーテンコンテスト：5月8日（参加者：15人）
・花いっぱい運動：春・秋の年2回実施
・ふっさ環境フォーラム：3月4日、「未来のエネルギーをどうするのか？」
をテーマとした『ミツバチの羽音と地球の回転』を上映（2回上映）。トーク
セッション「原発はいのちの問題」を実施。来場者：101名
・ふっさキャンドルナイト：3月4日、来場者：600人

A（100%）

35 ｼﾃｨｾｰﾙｽ推進課 フリーマーケットの開催 自由広場フリーマーケットの開催（年４回）。 回数：4回、来場者数合計：3414人、決算額：200,000円 A（100%）

地域主体の環境まち
づくり活動

35 環境課 ごみゼロデーとして５月下旬から６月にかけて、町会・自治会が実
施する一斉清掃にボランティア袋の交付や回収したごみの収集を
行っている。

町会・自治会一斉清掃実施
参加人数：2506人

A（100%）

35 施設課 市民と協働した河川一斉清掃、熊川分水の清掃活動に取り組ん
でいく。

【公園G】平成23年6月5日に、多摩川中央公園河川清掃（参加者101
名）、熊川分水清掃活動を実施した。

A（100%）

35 環境課 花と緑のあるまちづくり 花いっぱい運動で市内の緑の創出に努める。
保存樹林地等奨励金の周知により、緑の維持に努める。

・花いっぱい運度：毎年春・秋2回実施
・保存樹林地等奨励金（総額）：4,411,164円
宅地介在山林（4件・10筆・面積85,025㎡）、一般山林（4件・7筆・面積
1,348㎡）、保存樹林（42件・199本）、保存生垣（164件・延長3,500.2ｍ）

A（100%）

35 施設課 公園ボランティア、道路清掃ボランティ
ア、違反広告撤去

引き続きの公園ボランティア、道路清掃ボランティア、違反広告撤
去の推進に取り組んでいく。

【公園G】公園ボランティアにより、公園の清掃、美化、保全等について
実施した。平成23年度は、市内の24公園を個人登録者343名、その他6
団体が清掃等の作業を行った。

A（100%）

35 まちづくり計画課 景観まちづくり まちづくり景観推進連絡会との協働により宿橋通りを、歩車共存
の道路として工事を進めていく。　（H23　詳細設計）

宿橋通りの景観について、地元町内会と検討。また、地元町内会を対
象に説明会を実施した。
市道第1160号線改良工事（宿橋通り）設計委託：8,137,500円

A（100%）

35 環境課 地域ネコ制度 地域猫の会3団体がモデル地区10地区の飼い主のいない猫に対
して、給餌や糞尿処理などを行い、去勢・不妊手術を施し、飼い主
のいない猫の適正な飼養管理を行う。

地域猫の会3団体が飼い主のいない猫の去勢・不妊手術を実施。
モデル地区：10地区
手術件数：71匹（オス30匹・メス41匹）
去勢・不妊手術費助成金：702,000円

A（100%）

35 環境課 生ごみ堆肥化実験、資源回収 国、都の動向、近隣市町村の状況と費用対効果などを調査し、検
討する。

国、都の動向、近隣市町村の状況と費用対効果などを調査し、検討し
た。

A（100%）

35 ｼﾃｨｾｰﾙｽ推進課 フリーマーケット 自由広場フリーマーケットの開催（年４回）。 回数：4回、来場者数合計：3414人、決算額：200,000円 A（100%）

35 社会福祉課 バリアフリーマップの活用 平成22年度作成した「福生市バリアフリーな、おでかけマップ」を
市内公共施設及び協力店舗にて配布。

市民活動団体「バリアフリー2001」により、市内公共施設及び協力店舗
にて配布した。

A（100%）

（1）市民による環境ま
ちづくり活動への支
援

36 協働推進課 地域・市民等による様々な活動を支援
するため、市民活動団体事業支援補
助金制度や市民活動災害補償制度、
地域活性化交付金などのによる支援
や市の調査の委託などを通じた組織・
活動の育成を図る。

地域・市民等が活動しやすい環境整備の充実
・市民活動団体事業支援補助金制度の実施
・市民活動災害補償制度の実施
・地域活性化交付金の交付

・市民活動団体事業支援補助金
　3団体　241,882円
・市民活動災害補償
　傷害補償　3件　34,000円支払い
　損害賠償補償　1件133,350円
・地域活性化交付金
　34団体　9,142,528円

A（100%）

（2）市の政策決定・事
業における市民参加
の促進

36 協働推進課 各種マスタープラン策定における市民
参加の徹底をはじめ、公園整備など
各種の事業化・事業実施段階での地
域・市民の参画を推進し、市民・事業
者・行政の協働による事業展開に取り
組む。

各部署で行う事業において、市民参加の推進を図るとともに、事
業計画段階での市民・事業者・行政の協働による事業展開に取り
組んでいく。

協働推進本部会議の実施　1回
協働事業推進員会の実施　1回

B（80%）

23年度の
実施状況

評価

3.協働による事業
推進の方法の確立

1.協働事業の明確
化

協働事業について

一斉清掃及び河川一斉清掃

2.町会・自治会へ
の働きかけ

23年度
指標 施策 頁 担当課
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内容 23年度計画 事業量（回数、参加人数、決算額等）

1.定期的な評価の
実施

環境基本計画の定期
的な評価の実施

37 環境課 環境基本計画は、20年にわたる長期
目標を見通し策定、これを着実に推進
するため毎年度ローリングする実行計
画を作成しているが、事業スケジュー
ル、到達点等がわかり、評価・点検が
可能な実行計画へと刷新。

環境基本計画の目標を達成するため着実な進行管理を行う視点
から、今までの取組の成果の検証、計画を総点検、見直しを行
い、より具体的な取組が推進できるよう、平成23年3月環境基本
計画「中期実施計画」を策定。この計画の定期的な評価・点検を
環境事業推進本部会議、庁議、環境審議会で諮る。

福生市環境基本計画の進行管理について、環境事業推進本部会議、
庁議、環境審議会、ＬＡＳ－Ｅ監査で事業の取り組み等の評価、点検を
行った。

B（80%）

2.環境マネジメント
システムのレベル
アップ

環境マネジメントシス
テムLAS-Eにおける
進捗状況チェック

37 環境課 環境マネジメントシステムLAS-Eを導
入し、事業所としての環境負荷削減を
目的とした地球温暖化対策実行計画
の推進について市民を交えた評価を
進めているが、LAS-EにおけるPDCA
サイクルを利用し、環境基本計画の着
実な推進のため、実行計画の進捗状
況をチェックする。

環境マネジメントシステム「LAS－E」を運用して４年目の本年は
「基礎の見直し」を行い、PDCAサイクルにおけるDOの部分を重点
に運用していく。またチェック部分として「見回り人」を新たに導入
し、日常からチェック部分を推進する。

平成23年度のＬＡＳ－Ｅ監査ではエコアクション部門5項目中4項目達
成、1項目未達成。エコマネジメント・エコガバナンス部門2項目中、1項
目達成、1項目未達成。評価は「軽微だが改善すべき点あり」との監査
結果であった。

B（80%）

37 環境課 ・福生市環境白書『福生市の環境平成22年度版』の発行
・かんきょう通信の発行（年２回）
・環境に関する情報について、広報やホームページに掲載

・福生市環境白書『福生市の環境平成22年度版』の発行
・かんきょう通信の発行（6月・2月の年2回）
　かんきょう通信印刷製本費：249,690円
　かんきょう通信配布委託料：191,057円
・環境に関する情報について、随時広報、ホームページに掲載

A（100%）

37 まちづくり計画課 景観フォーラムを開催する 景観フォーラムを開催した。（1回） B（80%）

（2）福生環境ネット
ワークの設置・支援

37 環境課 環境問題に関心を持ち、活動を行って
いる団体、グループ、個人、事業者等
の情報交換・協働を支えるネットワー
ク組織の立ち上げや活動場所等の確
保を支援。同時に、市の環境施策へ
の提言を得るための仕組みを作る。

ＬＡＳ－Ｅによる「新しい公共の場づくりのためのモデル事業」の取
り組み実施体制として、環境自治体会議主体により、福生市市民
監査員、八王子市市民監査委員との合同研修会等を開催。

・環境マネジメントシステムＬＡＳ－Ｅを運用する福生市、八王子市の市
民監査委員と交流会・勉強会を実施。1回（11月15日）
・環境マネージャー、市民監査委員の交流会を実施1回（12月13日）

A（100%）

（3）環境マネジメント
システムの強化

37 環境課 環境基本計画の着実な推進のため、
環境マネジメントシステムLAS-Eにお
けるPDCAのしくみを取り入れ、すべて
の部署にわたる事業の進捗管理を行
う。

環境マネジメントシステム「LAS－E」を運用して４年目の本年は
「基礎の見直し」を行い、PDCAサイクルにおけるDOの部分を重点
に運用していく。またチェック部分として「見回り人」を新たに導入
し、日常からチェック部分を推進する。

平成23年度環境マネジメントシステムＬＡＳ－Ｅ監査実施
平成24年1月24日～26日（3日間）
監査対象：59部署（指定管理施設を含む）

B（80%）

（4）事業所としての率
先行動の推進

38 環境課 第2次地球温暖化対策実行計画の推
進をはじめ、グリーン購入などの促進
等の実施。

『福生市地域新エネルギービジョン』で設定した目標値である、
2003年（平成15年度）基準で2030年（平成42年度）までに温室効
果ガス排出量を50％削減。環境マネジメントシステムLAS-Eと連
携して計画の推進を図る。また、物品等の調達については、環境
に配慮したグリーン購入の徹底を全庁的に促進。

物品購入に関して在庫管理に努め、必要な分だけを必要なときに購
入。また、購入に際しては「福生市環境物品等の調達に関する基本方
針」に基づき環境物品を優先的に購入するよう全職員に徹底。

B（80%）

（5）環境審議会の開
催

38 環境課 市の環境政策について専門的な立場
から、評価・指導を得るため環境審議
会を定期的に開催する。

福生市の環境施策、環境問題、環境基本計画実行計画等につい
て、環境審議会を実施

環境審議会1回開催（11月21日）
審議会委員8名出席

A（100%）

3.事業化システム
の研究

（1）実施状況の公
表、環境情報の提供

環境に関する各種モニタリング情報の
収集・整備を進めるとともに、「福生市
の環境」などの発行により計画の進捗
状況を公表する。また、市民団体等と
協働し「かんきょう通信」や「景観
ニュース」等の発行を支援する。

第３節　計画推進体制の確立

指標 施策 頁
23年度

担当課
23年度の
実施状況

評価
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